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○あいしてます


大野圭子／文　篠崎三朗／絵


【小学生（低学年）向け】





　　東京書籍　\1,400（税別）


　　ISBN978-4-487-80122-0  　59P　23×18cm





冬休みにおじいちゃんの家に遊びにきた小学校１年生のまゆちゃんは、近くの森で不思議なゆうびんポストを見つけて、「もりのともだち」さんと文通するようになりました。


これまでは、手紙を書いたりすることがなかったまゆちゃんは、手紙をもらったり書いたりするのが楽しくなります。お手紙って、とてもうれしくてわくわくするものだと思えるようになります。


手紙のよさがよくわかり、優しい気持ちになれるお話です。








○だれが決めたの？社会の不思議


　　　　　　橋爪大三郎／著


【小学生（高学年）、中学生向け】





○もりのゆうびんポスト


　　　　　　原 京子／作　高橋和枝／絵


　　　　　　【小学生（低学年）向け】





せっかく遊びにきたのに、おじいちゃんとおばあちゃんはけんかしているみたいで、いつまでもきげんが悪い。思いあまったあたしは、ドアに「たちいりきんし」の紙を張り・・・。


　おじいちゃんとおばあちゃんのけんかに「あたし」は心を痛めるが、仲直りしてくれそうにない。そこで、思いがけないアイディアがとびだす。家族の１コマを鮮やかに切り取った作品である。


家族みんなが笑顔で仲良くしていることの大切さを、改めて気づかされる。　





部活も家族も友だちも「波風を立てないこと」をモットーに生きてきた１５歳の亜樹の、うつりゆく気持ちをリアルに描いた１年間の物語。


　亜樹は中３の１年間、学校、家庭等でいろんなことを経験し、人はそう簡単には変わらないし新しくもならないが、できるだけ好きな自分に変わっていこうと前向きに明るく努力するようになっていく。


　自分の将来は見つけるのではなく、自分に気づくことから始まる。何が好きなのか、どうしたいのか、どんなふうに生きたいのか、中３の受験生が進路に迷う時に読んでほしい。





　ポプラ社　\1,300（税別）


  ISBN978-4-591-09984-1  NDC913　189P　20×13cm





○とべ！わたしのチョウ


安田夏菜／作　藤本四郎／絵


【小学生（中学年）向け】





２人の９歳の女の子、東インドに住むラマデビと日本に住む春佳の生活を写真と絵で紹介している。お父さんが病気で亡くなり学校に行かず綿花農園で働くラマデビと、日本の普通の少女である春佳の置かれた境遇の違いを短い文章で分かりやすく説明している。


春佳は、インドの綿花畑で今でも小さな子どもが働いていると聞き、すごく熱い、木陰もない畑で一日中働くのって、どんな気持ちだろう、と考える。


改めて物の大切さ、豊かさへの感謝の心を育む一冊である。　


　





○サンゴの森


　なかむらこうじ／写真　キャサリン・ミュジック／文　


【小学生向け】





　そうえん社　\1,100（税別）


　ISBN978-4-88264-205-3　NDC913　70P　20×16cm





著者が、数多くの小学校に出向いて６年生と実際に話した内容（子ども達からの疑問とそれに対する著者の回答）をまとめたものである。子どもの疑問とその回答が、幅広い見地から子どもにわかりやすく解説してあり、楽しく社会的な疑問を解決していくことができる。


「なぜ勉強しないといけないの？」「死ぬってどういうこと？」「男と女はなぜいるの？」「結婚ってなに？」「神さまは本当にいるのか？」など、目次を見ながら興味のあるところから読み始めることができる。





朝日出版社　\1,500（税別）


ISBN978-4-255-00406-8　　　286P　19×13cm





小学４年生の内気な女の子ゆりが、転校という大きな環境の変化にあい、なかなか友だちもできず、今や、ゆりにとっての友だちはアゲハチョウの幼虫、みかんだけ。アゲハチョウの幼虫を一生懸命育てながら、大切なものに一つひとつ気づき、そして成長していく姿が描かれています。


学校での友だち関係、家庭でのおばあちゃんとの関係などを通して、甘えん坊で内気な女の子の心理や行動が生き生きと描かれ、読者の心にひびいてきます。　　





文研出版　\1,200（税別）


ISBN978-4-580-82020-3　NDC913　128P  22×16cm








○Fragile－こわれもの


石崎洋司・長﨑夏海・令丈ヒロ子・花形みつる／著


　　【小学生（高学年）、中学生、高校生向け】








○ハンセン病を生きて


伊波敏男／著


【中学生以上】





○ハーニャの庭で


　　　　　　どい　かや／作・絵


【幼児、小学生（低学年）向け】























偕成社　\1,300（税別）


ISBN978-4-03-232230-9


NDC726　40P　26×22cm

















優良図書の推奨　平成２０年２月分








山の途中の小さな一軒家に住む猫のハーニャ。その家には、ハーニャの大好きな庭があり、小さな畑と池がある。その庭でのハーニャとその周りの生き物や自然の移り変わりを、とてもやさしく、そして美しく表現しています。１月、２月、３月‥‥と月ごとに徐々に変化していく庭の様子が見事です。


自然の恵みの中で、自然に育まれながらわたしたちも暮らしているという忘れがちなことを思い出させてくれる絵本です。








「差別や偏見は、真実を知らないことから生まれる」自身もハンセン病患者であった著者は、ハンセン病患者・元ハンセン病患者の自由・権利を訴え、その人生の中で様々な困難と闘ってきた。そしてついに2001年5月11日、熊本地方裁判所でハンセン病国家賠償請求訴訟の判決が下され、原告側が勝訴となった。しかしこれは、終わりのはじまりにしかすぎない。


ハンセン病をきっかけにして、人間のあり方を深く考えさせてくれる一冊である。





○ふたり★おなじ星のうえで


谷川俊太郎／著　谷本美加／写真　塚本やすし／絵


【小学生（高学年）向け】





そうえん社　\1,300（税別）


ISBN978-4-88264-322-7　


NDC487　32P　22×28cm





地球上で最も美しいと言われるサンゴの森。サンゴは常夏の海にすむ動物で、小さくてこわれやすいポリプがたくさん集まってできている。サンゴの生態や種類を、マンタやブダイなど海の仲間たちとともに美しい写真で紹介する絵本。


　「地球でくらす人間は、サンゴや、その他すべての生き物と通じあい、思いやりのある生活にもどらなければいけない」と主張する。





　　岩波書店　\780（税別）


　 ISBN978-4-00-500574-1　207P　18×11cm





○リボン


草野たき／著


【中学生向け】








文研出版　\1,300（税別）


ISBN978-4-580-82030-2


NDC･E-913 28P　27×22cm





４人の作家による５編の物語は、いずれも中学生と高校生を主人公にしている。家庭が壊れていたり、学校でいじめられていたり、友人とうまくいかなくなっていたり、と何らかの生きにくさを抱えた主人公たちが、彼らなりのやり方で自分の居場所を見出していく様子が語られている。


大人から見れば取るに足りないと思われるようなビー玉やスケートボードの技に情熱を傾けることで、自分のアイデンティティーを保つ姿が若い読者に共感を呼ぶ。　　　　　　　　　　　　　　　





ポプラ社　\1,300（税別）


　ISBN978-4-591-09853-0　NDC913　294P　20×13cm











